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◆なぜ医療通訳者になった？
 

◆今まで医療通訳に携わってきて㇐番嬉しかったことは？

◆より良い通訳をするために心掛けていることは？

Medi-Way 医療通訳者紹介 Vol.34    英語担当 堀場さん

 医療通訳の実務を始めてまだ1年ほどですが、初めて担当した通訳は今でも鮮明に覚えています。依頼が入った

際は緊張で心臓が高鳴っていましたが、通訳が始まると落ち着き、患者さんと医療者のコミュニケーションを

つなぐことに集中していました。通訳後に感謝の言葉をいただき、心が温かくなりました。今後も初心を忘れず、

安心して任せていただける通訳者でいられるよう、経験を積んでいきたいです。

電話での通訳を担当する機会が多く、視覚情報がない分、必要に応じて状況確認を丁寧に行うことを心がけて

います。また、患者さんの出身地や年齢などに合わせてより伝わりやすい表現ができるよう、日頃から教材や他の

通訳者から学び、自分の引き出しを増やすようにしています。仕事前にはシャドーイングを行い、通訳のスイッチ

をオンにしてから業務に臨んでいます。いつどのような通訳を担当するかわからないことも多いため、

”always ready (いつでも対応できる)”を目指しています。

 幼少期をアメリカで過ごした経験から、多文化共生に関心を持っていました。もともとは英語の教材制作に

携わっていましたが、医療従事者である家族から外国人患者対応の現状を聞き、自身の背景を活かして貢献したい

と考えるようになりました。大阪大学の医療通訳養成コースで学ぶ中、研修先である東和通訳センターで通訳の

必要性を目の当たりにし、医療通訳に仕事として取り組むことを決断しました。


